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  ２－１．琉歌の「面影」と呼応する動詞 
  ２－２．和歌の「面影」と呼応する動詞 
  ２－３．琉歌と和歌における「面影」と呼応する動詞の比較 
３．「面影→立つ」を詠んだ琉歌、和歌やオモロの類似の句 
  ３－１．和歌の「面影ぞ立つ」と琉歌の「面影ど立ちゆる」 
  ３－２．「面影ぞ立つ」と「面影ど立ちゆる」を含んだ和歌と琉歌の特徴 



















































を以下のように図式的に示すことで、計 11 首の表現の対応関係を子細に検証する。 
 
和歌 琉歌 










































 （8 音） 
























「影」を詠み込んだ琉歌 60 首の中に、和歌の改作琉歌は 14 首見られ、23％に及んでいる
ことを明らかにする。そして、これら 14 首のうち、平安時代初出の和歌を改作した琉歌は





『後拾遺和歌集』（1162）   『琉歌全集』（2356）、 
（歌人：和泉式部） 『古今琉歌集』（575） 
 （歌人：読人しらず） 
ものおもへば  胸に物思めば （ンニニ ムヌ ウミバ） 
さはのほたるを
も
  蛍火の影も （フタルビヌ カジン） 




























『新古今和歌集』（68）   『琉歌全集』（1459） 
（歌人：凡河内躬恒） （歌人：高良睦輝） 
春雨の  降ゆる春雨の （フユル ハルサミヌ） 
ふりそめしより  染めなしがしちやら（スミナシガ シチャラ） 
青柳の  庭の糸柳の （ニワヌ イトゥヤジヌ） 







『後撰和歌集』（209）    『琉歌全集』（2320） 
（読み人：わらは） （歌人：安仁屋政清（アンナ セイセイ） 
つつめども  つつでつつまらぬ（ツィツィディ ツィツィマラヌ） 
かくれぬ物は  哀れ夏虫の （アワリ ナツィムシヌ） 
夏虫の  身にあまるほどの（ミニアマル フドゥヌ） 









『古今和歌集』（215）  『琉歌大成』（4167） 
（歌人：猿丸大夫）  （歌人：故津波古親雲上） 
［註：歌人は、藤原定家の『百人一首』に依る］ 
おく山に  深山住むならひや（ミヤマ スィム ナレヤ） 
もみぢふみわけ  紅葉ふみわけて（ムミジ フミワキティ） 
なく鹿の  鹿の声聞きど （シカヌ クヰ チチドゥ） 











浅茅生の   白露の玉と（シラツィユヌ タマトゥ） 
つゆのやどりも  今日や初霜の（キユヤ ハツィシムヌ） 
けさよりは  草におきかはて（クサニ ウチカワティ） 














海山を 海山よ越えて （ウミヤマユ クイティ） 
越えてみつぎを みつぎ納めても（ミツィジ ヲゥサミティン） 
はこぶにも 道直くあれば （ミチ スィグク アリバ） 




















約 1 世紀後の琉歌という時代差も一因かと推察する。なお、本章だけは第１~4 章において
指摘してきた改作琉歌を示す章ではないので、やや異質な章との印象を与える。しかし、
本論文の『琉歌の表現研究―和歌やオモロとの比較―』という題目から外れてはいない。 
 
［３．本論文に対する総合的評価］ 
以上、本論文の内容と特色を各章ごとにまとめたが、琉歌が形成される過程でオモロと
和歌のどちらの影響を強く受けているかという問題に対して、ヤナ氏が採った方法は極め
て正攻法なもので終始一貫しており、琉歌の研究に一石を投じるものとなっている。いず
れの論考も全例を集めて単語の使用状況・語義・表現の類型等、様々な観点から考察し、
未だ調査の及んでいない膨大な歌を対象として着実に考察することで、これまで本格的に
論じられずに、断片的な指摘に過ぎなかった改作琉歌を多数見出した点は、この問題に関
する従来の水準を明らかに超える斬新な研究として独自の成果を上げた高水準のものと認
められる。すなわち、琉歌はオモロよりも表現面からは和歌との共通点が多く見られるこ
とを明快に提示するとともに、改作琉歌の単なる指摘に留まらず、琉歌の文学作品として
の質にも十分配慮しながら、豊かな文学的鑑賞を丁寧に試みている。 
本論文により、琉歌は和歌の影響を受けつつ形成されてきたことが、数多くの改作琉歌
の存在によって判明した。今後は和歌だけでなく、物語や日記の表現との比較も積極的に
進め、中世・近世の歌謡（『閑吟集』『宗安小歌集』等）や謡曲（能楽）との関係も視野に
入れ調査してほしい。また、改作琉歌の元になる和歌は『明題和歌全集』『類題和歌集』等
の歌集から学んだとヤナ氏は推考するが、それらが流布した時代を考慮しつつ和歌が琉歌
に改作された年代の確定と、さらにどういう人達が何のために改作琉歌を作成するに至っ
たのか、という歴史的背景の解明についても考究を重ねる必要があろう。 
 
［４．結論］ 
審査小委員会は、ウルバノヴァー・ヤナ（URBANOVA Jana）氏の学位請求論文『琉歌の表
現研究―和歌やオモロとの比較―』を上記のように評価し、本論文提出者が博士（文学）
の学位を授与されるに十分な資格を有するとの結論に達した。 
以上 
